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提
出
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る
質
問
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一
か
ら
四
ま
で
に
つ
い
て

平
成
三
十
年
度
税
制
改
正
に
お
い
て
は
、
働
き
方
の
多
様
化
を
踏
ま
え
、
個
人
所
得
課
税
に
関
し
て
、
給
与
所
得
控
除
及

び
公
的
年
金
等
控
除
の
控
除
額
を
十
万
円
引
き
下
げ
る
と
と
も
に
基
礎
控
除
の
控
除
額
を
同
額
引
き
上
げ
る
見
直
し
（
以
下

「
個
人
所
得
課
税
の
見
直
し
」
と
い
う
。
）
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
個
人
所
得
課
税
の
見
直
し
に
よ
り
、
税
負
担
は
増
加
し
な
い
が
所
得
税
及
び
個
人
住
民
税
の
総
所
得
金
額
等
及
び
合

計
所
得
金
額
が
増
加
す
る
場
合
が
生
じ
得
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
与
党
に
お
い
て
検
討
が
な
さ
れ
た
結
果
、
平
成
二
十
九
年
十

二
月
十
四
日
に
与
党
が
取
り
ま
と
め
た
「
平
成
三
十
年
度
税
制
改
正
大
綱
」
（
以
下
「
大
綱
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
は
、

「
所
得
税
又
は
個
人
住
民
税
の
総
所
得
金
額
等
や
合
計
所
得
金
額
を
活
用
し
て
い
る
社
会
保
障
制
度
等
の
給
付
や
負
担
の
水

準
に
関
し
て
意
図
せ
ざ
る
影
響
や
不
利
益
が
生
じ
な
い
よ
う
、
当
該
制
度
等
の
所
管
府
省
に
お
い
て
、
適
切
な
措
置
を
講
じ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
さ
れ
、
政
府
と
し
て
は
、
こ
れ
を
踏
ま
え
て
適
切
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

個
人
所
得
課
税
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
こ
の
対
応
の
検
討
に
一
定
の
期
間
を
要
す
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
等
を
踏
ま
え
、

平
成
三
十
二
年
分
以
後
の
所
得
税
及
び
平
成
三
十
三
年
度
分
以
後
の
個
人
住
民
税
に
つ
い
て
適
用
す
る
こ
と
と
し
た
と
こ
ろ

一



で
あ
る
。

お
尋
ね
の
「
現
時
点
で
予
想
さ
れ
る
社
会
保
障
サ
ー
ビ
ス
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
項
目
及
び
影
響
額
」
、
「
算

定
基
準
と
な
る
所
得
等
の
担
税
力
を
客
観
的
に
示
す
数
値
」
、
「
具
体
的
な
家
計
へ
の
影
響
」
、
「
平
成
三
十
二
年
一
月
以

降
、
助
成
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
対
象
」
及
び
「
救
済
措
置
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
社

会
保
障
制
度
に
お
い
て
は
、
そ
の
全
部
又
は
一
部
に
お
い
て
給
付
や
負
担
の
水
準
を
決
め
る
際
の
基
準
と
し
て
所
得
税
又
は

個
人
住
民
税
の
総
所
得
金
額
等
又
は
合
計
所
得
金
額
を
用
い
、
又
は
勘
案
し
て
い
る
制
度
と
し
て
、
医
療
保
険
制
度
、
障
害

福
祉
制
度
、
国
民
年
金
制
度
、
児
童
扶
養
手
当
制
度
、
児
童
手
当
制
度
、
介
護
保
険
制
度
、
不
妊
に
悩
む
方
へ
の
特
定
治
療

支
援
事
業
等
が
あ
り
、
個
人
所
得
課
税
の
見
直
し
に
よ
り
所
得
税
及
び
個
人
住
民
税
の
総
所
得
金
額
等
及
び
合
計
所
得
金
額

が
増
加
す
る
場
合
が
生
じ
得
る
こ
と
か
ら
、
大
綱
を
踏
ま
え
、
給
付
や
負
担
の
水
準
に
関
し
て
意
図
せ
ざ
る
影
響
や
不
利
益

が
生
じ
な
い
よ
う
、
個
人
所
得
課
税
の
見
直
し
の
適
用
開
始
の
時
期
に
向
け
て
、
こ
れ
ら
の
制
度
を
所
管
す
る
府
省
に
お
い

て
適
切
な
措
置
を
講
じ
る
た
め
の
検
討
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現
時
点
で
当
該
措
置
を
講
じ
な
い
場

合
の
影
響
に
つ
い
て
試
算
を
行
っ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。
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